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､以下の文献を参照した｡『キネ旬ムック キネマ旬報ベス ト｡テン全集 1946-195
9』(キネマ旬報社､2000年)｢戦後日本映画各年別配収 トップ10｣『キネマ旬報 増刊映画四〇年 全記
録』(1986年 2月13日号)､16､17ページ
緒 論安岡章太郎は､宮崎市定 (東洋史家)の 『ヒトラーと握手した詰』と
いう短文に触れ､次のように指摘している｡｢ドイツ留学中の宮崎氏がカフェでお
茶を飲んでいると､ナチの幹部をしたがえたヒトラーがあらわれ､カフェの客たちと握手をしてまわった､それで宮崎氏自身もヒト


























8)加藤厚子 ｢大衆娯楽から映画国策へ｣有山輝雄 ｡竹山昭子 (編)『メディア史を学ぶ人のために』(壁
界恩恵社､2004年)､208ページ｡















































31)佐藤卓己 ｢セロンに惑わず､ヨロンにもかかわらず｣(第3回 再軍備と ｢世論調査の自己成就｣)
『考える人』(新潮社､2006年冬号)､188ページ｡朝日新聞世論調査のデータが引用されていて､1950年
9月の調査からは､再軍備について､賛成 (54%)､反対 (28%)､わからない (18%)という結果が導
き出されている｡




純一郎 『日本映画発達史Ⅳ』(中央公論､1980年)､60ページ)｡しかし､この年9月に 『君の名は (第
1部)』が2億5千万円の配収をあげ､『ひめゆりの塔』の記録を破っている｡その年､1953年の配収 トッ







京都大学 生涯教育学 ･図書館情報学研究 vol.6.2007年
にしたセンチメンタリズムも等しく取り入れてあり､映画館は感動とむせび泣きの声に満たされた｣と
指摘している (田中純一郎 『日本映画発達史Ⅳ』(中央公論､1980年)､39ページ)｡また､福間良明は､
『きけわだっみの声』と 『ひめゆりの塔』を比較し､｢両者は､ともに国民の 『反戦』に対する共感を映
したものであったとしても､『きけわだつみの声』には 『戦争批判』という輿論publicopinion(政治
的な公的意見)が投影されたのに対し､『ひめゆりの塔』では 『健気さ』『純真さ』といった世論
popularsentiments(大衆的な感情)が読み込まれた｣と指摘した (｢『反戦』の語りと読みのメディ
ア史 手記から映画へ:『ひめゆりの塔』を事例にして｣『マス｡コミュニケーション研究』No.67､71
ページ)｡なお､｢輿論｣と ｢世論｣の違いについては､佐藤車己編 『戦後世論のメディア社会学』(柏
書房､2003年)参照｡｢輿論｣と ｢世論｣の区別が暖味になっていくのは総力戦体制の登場が契機だっ
たとする｡
37)吉田司 『ひめゆり忠臣蔵』(太田出版､1993年)､141ページ｡
38)瓜生忠夫 『マス◎コミ産業』(法政大学出版局､1968年)､132ページ｡
39)安岡､前掲書､139､140ぺ-ジ｡
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